
真名川ダム・九頭竜ダム

水源地域ビジョン推進委員会

平成２３年２月２１日
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１．森と湖に親しむ旬間行事１．森と湖に親しむ旬間行事

１

●真名川ダム見学会 （平成２２年７月２４日(土)）
●九頭竜ダム・長野地下発電所見学会 （平成２２年７月２５日(日)）
●真名川ダム大噴水ライトアップ （平成２２年７月２４日(土)～３１日(土)）

概概 要要

森と湖に親しむ旬間行事運営連絡会／九頭竜川ダム統合管理事務所／
福井森林管理署／福井県／大野市／電源開発㈱／北陸電力㈱／関西電力㈱

国民が森林や湖に親しむ事により、心と体をリフレッシュしながら、森林やダム湖の重要性
について理解を深める。

【実施内容】

■平成22年7月24日(土) 旬間行事当日の朝に福井新聞掲載

【 目 的 】

【 主 催 】

【関連行事】 ●九頭竜ダムカヌーフェスティバル２０１０ （平成２２年７月２４日(土)、２５日(日)）
●もりみずカップ２０１０ 少年サッカー大会 （平成２２年７月１７日(土)、１８日(日)）

【事前ＰＲ】

■平成22年7月18日(日) 福井新聞掲載

県内を対象に新聞広告で事前ＰＲを実施



平成２２年７月２４日（土）

約３００名

●堤体内通路、ギャラリー、噴水の直近や操作室等を見学し、ダムのスケールや構造を実体験
●森のマスコットづくり（福井森林管理署による）
●福井の森とダム、国有林の森林保全の取り組みを紹介（福井森林管理署、福井県による）
●●ダムマニア写真展、距離測定クイズ、流木・堆肥・オガ粉の配布ダムマニア写真展、距離測定クイズ、流木・堆肥・オガ粉の配布

２

真名川ダム見学会

■堤体見学 ■ギャラリー見学 ■大噴水見学

■距離測定クイズ■森林保全の取り組み紹介

■森のマスコットづくり

■ダムマニア写真展 ■流木･堆肥･オガ粉配布

【開催日】

【来場者】

【内 容】



平成２２年７月２５日（日）

九頭竜ダム会場 約５２０名／長野発電所 ２９０名

３

九頭竜ダム・長野地下発電所見学会九頭竜ダム・長野地下発電所見学会

■ゲート室見学 ■冬季連絡通路見学

■流木工作教室

【開催日】

【来場者】

【内 容】 ●ゲート室や冬季連絡通路などを見学し、ダムのスケール感を実体験 ●ダムマニアの写真展
●流木の配布と流木工作教室の開催
●地下発電所を見学し、大きさを実体験

■長野発電所見学

■冬季連絡通路の昇降体験

■ダムマニア写真展



【実 施 日】 平成２２年７月２４日（土）～３１日（土） 20:00～21:00

【内 容】 高さ約50ｍに達する真名川ダムの噴水を夜間ライトアップ

４

■ライトアップの様子

真名川ダム大噴水ライトアップ真名川ダム大噴水ライトアップ



九頭竜
ダム
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真名川
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【見学会を知った方法の推移】【来訪者の発地別内訳の推移】
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旬間中に各見学会会場でアンケートを実施。前年度と比較した結果は以下の通り。
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●両年度とも県内からが80％以上を占めている

●県外からの占める割合が約20％から約60%
と増えている

●通りがかりの占める割合が約15％から約
40%と増えている

●両年度とも新聞の占める割合が60％以上を占
めている
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インターネット
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通りがかり

その他
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２．シンボルフラッグ贈呈２．シンボルフラッグ贈呈

概概 要要

平成２０年の「森と湖に親しむ旬間全国行事」のメモリアル
として開催された「もりみずカップ少年サッカー大会」が以後
毎年、九頭流川流域の少年サッカーチームを招き開催され
ています。
九頭竜川ダム統合管理事務所では、水源地の活性化、流
域の交流という水源地域ビジョン推進の一貫として、サッ
カー大会が今後とも継続される事を願い、平成２０年の全
国行事で使用された「森と湖に親しむ旬間」のシンボルフ
ラッグを大野市を通じて、もりみずカップ実行委員会（フェン
テ大野フットボールクラブ内）へ贈呈しました。

【贈呈式について】

●日 時：平成２２年８月３１日（火） １４時３０分

●場 所：大野市役所市長室

●内 容：シンボルフラッグ贈呈

■平成22年9月1日(水) 県民福井4面

■平成20年7月26日
「森と湖に親しむつどい
全国行事」開会式での
シンボルフラッグ

６

記載省略



３．九頭竜新緑まつり・紅葉まつり３．九頭竜新緑まつり・紅葉まつり

７

大野市内で生産される農林水産物、特産品や旬の味覚を提供するといった「食の市場」と体験型・参

加型イベントを実施することにより、文化・工芸の継承を促し、地域の活性化を図る事を目的として、

毎年、春に新緑まつり、秋に紅葉まつりを開催。

概概 要要

【主 催】 大野市、（社）大野市観光協会

【共 催】 福井新聞社 【主 管】 九頭竜まつり実行委員会

【場 所】 大野市角野 九頭竜国民休養地

【後 援】 (社)福井県観光連盟/JR西日本福井地域鉄道部/

NHK福井放送局/FBC福井放送/福井テレビ/FM福井

■平成22年10月31日(日) 福井新聞1面

記載省略

■平成22年5月16日(日)
福井新聞1面

記載省略



８

【日時】 平成22年5月15日（土）・16日（日）

【内容】 ●新緑ステージ、新緑市場、遊びの広場、
憩いの茶席など

●越前大野城築城430年祭記念企画
面谷鉱山ツアーを実施

【入込み人数】 約２５，０００人

【日時】 平成22年10月30日（土）・31日（日）

【内容】 ●紅葉ステージ、紅葉市場、遊びの広場、
紅葉茶屋、流木コーナーなど

●越前大野城築城430年祭記念企画
面谷鉱山パネル展を開催

【入込み人数】 約５０，０００人

■新緑市場

■流木配布

■新緑まつりの様子 ■紅葉市場■紅葉ステージ

■流木コーナー ■木工工作

第２４回九頭竜新緑まつり第２４回九頭竜新緑まつり 第３１回九頭竜紅葉まつり第３１回九頭竜紅葉まつり

■面谷鉱山跡地



概概 要要

４．もりみずカップ２０１０４．もりみずカップ２０１０ 少年サッカー大会少年サッカー大会

９

平成20年に開かれた「森と湖に親しむ旬間全国大会」のメモリアルとして、九頭竜川水系のもたらす豊
かな自然に親しみ、自然を愛する子どもたちの心身ともに健全な発育を図るため、九頭竜川流域の少
年サッカーチームを招き、相互の親善を深めるとともに、個人技術の上達を図り開催。

今年度は、越前大野城築城４３０年市民自主事業としても実施。

【開催日】
【会 場】

【主 催】

【後 援】

■平成22年7月20日(火)
福井新聞19面

【協 賛】 大野市

岐阜県郡上市 白鳥フットボールクラブ
坂 井 市 ブルーウエーブ三国（準優勝）/

春江町サッカースポーツ少年団（優勝)
福 井 市 森田サッカースポーツ少年団
永平寺町 松岡サッカースポーツ少年団/

永平寺サッカースポーツ少年団
勝 山 市 勝山サッカーアカデミー
大 野 市 フェンテ大野フットボールクラブ/

フェンテ下庄少年サッカークラブ/
有終南サッカースポーツ少年団/
ＦＣおおのスポーツ少年団/
和泉サッカークラブ

参加チーム

■競技風景

平成２２年７月１７日（土）、１８日（日）

奥越ふれあい公園陸上競技場

フェンテ大野フットボールクラブ

福井新聞社/大野市公共施設管理公社/
越前大野城築城４３０年祭実行委員会

記載省略



概概 要要

５．「水源地の森づくり」第５回植樹会５．「水源地の森づくり」第５回植樹会

１０

【日 時】

【会 場】

【主 催】

【参 加 者】

平成２２年１１月７日（日）

真名川ダム上流の中島公園内および外一箇所

真名川ダム・九頭竜ダム水源地域ビジョン推進委員会

NPO法人ドラゴンリバー交流会

奥越漁業協同組合

九頭竜川中部漁業協同組合

福井県奥越農林総合事務所

大野市

電源開発(株)

近畿地方整備局河川部

九頭竜川ダム統合管理事務所 他 （計２４名）

森づくりによる「水源林の保全・育成」と森づくりの機運
向上、上下流域の人々の交流と流域連携の促進を目
的として、平成１８年から毎年開催。

【開催趣旨】

【内 容】 ●ＮＰＯドラゴンリバー交流会より提供いただいたコナラ、クヌギ、シラカシなどの苗木
３００本を各自が持ち寄ったスコップなどで植樹

（苗木は、ＮＰＯドラゴンリバー交流会の会員がドングリから育成）
●過去に植樹した苗木周りの草刈

「水源地の森づくり」
第５回植樹会のお知らせ

この植樹会は、森づくりによる「水源林の保全・育成」と森づくりの機運向上、上下流

域の人々の交流と流域連携の促進を目的として 、平成１８年から毎年行っているもので

す。なお、植樹用の苗木は、NPOドラゴンリバー交流会の会員の方がドングリから育て

たものです。 当日、この苗木をお集まりの皆さん方で植樹します。

【主 催】

真名川ダム・九頭竜ダム水源地域ビジョン推進委員会

【これまで参加して頂いた機関】

NPOドラゴンリバー交流会、奥越漁業協同組合

大野市漁業協同組合、九頭竜川中部漁業協同組合、電源開発(株)       

福井県奥越農林総合事務所、林野庁福井森林管理署

大野市､九頭竜川ダム統合管理事務所 他

開 催 日 : 11月７日（日）９時３０分から２時間程度

会 場 : 真名川ダム上流 中島公園内他（２箇所を予定）

集 合 場 所 : 裏面会場位置図の第1会場（大野市街地から車で

約４０分です。）

道 具 : 草刈り鎌、スコップ、ツルハシ、軍手等をご持参下

さい。

天 候 : 小雨決行

※中止かどうかわからない場合は九頭竜川統合管理事務所

（０７７９－６６ －５３００）までお問い合わせ下さい。

※事前申込みはいりません。どなたでも参加いただけますので、

ご家族やお友達等お誘い合わせの上、是非ご参加下さい。

■植樹会の案内ちらし



１１

会場位置と植樹会の様子会場位置と植樹会の様子

第２会場

第１会場真名川ダム方面

雲川ダム方面

■参加者のみなさん ■植樹の様子（第１会場） ■草刈の様子（第２会場）

【会場位置図】

■植樹の様子（第２会場）

麻耶姫湖青少年旅行村
（中島公園）

157

230



概要概要

６．越前おおのエコフィールド６．越前おおのエコフィールド

１２

【管理運営】一般財団法人 越前おおの農林樂舎へ委託

ＮＴＴ西日本福井支店/九頭竜森林組合/株式会社福井新聞社/
福井放送株式会社/北陸電力株式会社福井支店/
越前信用金庫/大野鉄工金属共同組合/大野市消防団/
越前おおの森づくりネットワーク/北陸銀行大野支店/
中日本ハイウェイ・エンジニアリング名古屋株式会社/
株式会社タニコーテック/越前大野駅/大野市内郵便局/
日本タバコ産業株式会社福井営業所/大野商工会議所/大野市/
一般財団法人越前おおの農林樂舎

越前おおのエコフィールド管理・運営協議会参加企業等

苗
畑
エ
リ
ア

花
畑
エ
リ
ア

交
流
エ
リ
ア

黒松

芝生広場

駐車場

柿

朴

栃

榎
とど松

けやき

銀杏

から松

しだれ桜

【目 的】福井営林署跡地（エコフィールド）においてドングリなどの苗木

を育成し、森づくり活動に活用することにより、水源涵養、自然災害の抑制、

二酸化炭素の削減等、公益的機能を持つ大野市の広大な森林を守り育て

る一助にするとともに、緑化活動の啓発、自然環境教育及び自然体験等の

環境保全活動を行うことを目的としている。

【活動概要】参加団体・企業や地域の方と一緒に、ドングリなどの苗木を育て

る森林（もり）づくり活動や、自然環境教育、自然体験などの取り組みを行う。

■エコフィールド



１３

活動状況活動状況

【コスモスの播種イベント】

日 付：平成２２年６月２０日（日）
参加者：越前大野エコフィールド管理・運営協議会参加企業等 約１００名
内 容：コスモスの種まき、どんぐり苗畑の草取り、子どものトラクター乗車体験

【来春に向けた「菜の花」の播種】
日 付：平成２２年１０月下旬～１１月上旬

花畑エリア

【どんぐりの苗づくりイベント】

日 付：平成２２年１０月１１日（月）
参加者：越前大野エコフィールド管理・運営協議会参加企業等 約２００名
内 容：どんぐり拾い（親子約４０人）、マルチ掛け、どんぐり植付け（約２、０００個）、

どんぐり苗（平成２１年植付け）の植替え

苗畑エリア

■コスモスの播苗イベント ■ドングリ播き■菜の花とシバザクラの開花
(４月下旬)



九頭竜湖カヌーフェスティバル２０１０九頭竜湖カヌーフェスティバル２０１０

７７．．NPONPO法人九頭竜法人九頭竜自然樂校自然樂校

１４

【開 催 日】

●前夜祭、交流会：
平成２２年７月２４日（土） １８：００～２１：００

前坂キャンプ場にて
●カヌーフェスタ：

平成２２年７月２５日（日） １０：００～１６：００
九頭竜湖にて

・ドラゴンカヌーツーリング（無料）
・カヌー体験講座（有料）
・流木アート講座（有料）
・水辺の清掃活動、他

全国のカヌー愛好者や自然体験活動団体が、もっと九頭竜湖を積極的に活用し、子ども
たちに「森と湖」の多様な自然と環境を体験する機会がより多く提供されることを願い当
カヌーフェスティバルを企画。今後、継続的な開催を目指す。

【主 催】ＮＰＯ法人九頭竜自然樂校

実施レポート／いけてる福井福井放送７／３０

告知／ラジオ福井放送

告知／「週間Ｂｕ！ばななとう
らら」

福井新聞
(折込)

告知／自然体験活動推進協
議会（CONE)メルマガ

ＣＯＮＥ
メルマガ

７／９

告知／ＥＣＯちょっといいこと
はじめる

ＦＭ福井７／９

告知／福井新聞福井新聞７／７

告知／おかえりなさい福井ＴＶ６／２４

内容／番組媒体名日付

【取材パブリシティ】【開催内容】

【参加者数】１４３名

【協 力】福井県カヌー協会／ＦＭ福井／福井テレビ／福井新聞／福井放送

【後 援】大野市／真名川ダム・九頭竜ダム水源地域ビジョン推進委員会

平成２２年７月２４日（土）、２５日（日） 九頭竜湖、及び前坂キャンプ場にて

【開催趣旨】

【共 催】 前坂キャンプ場

県内子どもクラブ団体 ６０名、

一般 ８３名（県外１５名、県内６８名）



カヌーフェスティバルの様子カヌーフェスティバルの様子

１５

■前坂キャンプ場で参加者の交流会 ■開会式、及びカヌー基本講座

■家族でカナディアンカヌー体験 ■水辺の清掃活動■流木アート体験工房

■九頭竜湖ドラゴンカヌーツーリング



ログハウス講座開催ログハウス講座開催

ログハウス講座では伐採～皮むき、チェンソーワー
ク、木工など、ログハウス建築の全工程を体験。

【ログハウス講座のレポート例】

ＪＰ子どもの森づくり運動に参画ＪＰ子どもの森づくり運動に参画

大野幼稚園が主催する「ＪＰ子どもの森づくり運動」
で植樹活動が行われ、特別協力としてＮＰＯ法人九
頭竜自然樂校が参画。

【植樹活動の概要】

●日 付：平成２２年５月２９日（土）

●会 場：九頭竜湖「下半原ふれあい湖畔」

●主 催：大野幼稚園

●関連団体：日本郵政グループ、
NPO法人子どもの森づくり推進ネットワーク、

ドライブイン九頭竜、NPO法人九頭竜自然樂校

●参 加 者：園児、保護者、サポータ等73名

●内 容：園児たちが、平成２０年秋に「国民
休養地」で拾って、園で育てたどんぐりの苗木、
約４０本と園長先生が約５年前に育てた苗木
（樫、他）約４０本を保護者と共に植樹。植樹終
了後、九頭竜湖でカヌー体験。

■植樹の様子 ■植樹後のカヌー体験■NPO法人九頭竜自然樂校ホームページより １６



子供たちや地域住民が川とふれあい親しむことのできる親水活動の場、自然体験・自然
学習の場、また多種多様な動植物が生息生育できる水辺空間の保全と創出を図るとと
もに、持続的かつ有効に活用して、利用方法、維持管理、モニタリング調査を継続的に
行い、目標とする生態系を目指している。

真名川水辺の楽校真名川水辺の楽校

８．真名川水辺の楽校ビオフレンズ８．真名川水辺の楽校ビオフレンズ

１７

●「真名川水辺の楽校」の利用に関する企画・運営
●「真名川水辺の楽校」の自然に関する学習会等の開催
●「真名川水辺の楽校」の自然環境追跡調査
●「真名川水辺の楽校」の維持管理作業

【概 要】

【 場 所 】 大野市南新在家の河川敷

【管理運営】 真名川水辺の楽校ビオフレンズ

【整備体制】 福井県奥越土木事務所、大野市、施工業者、
真名川水辺の楽校ビオフレンズ

【ビオフレン
ズの主な活
動 内 容 】

■平成22年8月23日(月) 
県民福井5面

真名川水辺の楽校
施設平面図

※なお平成22年度 多自然川づくり近畿地方ブロック会議において、福井県が「真名川
水辺の楽校プロジェクト」を発表し、全国に伝えたい代表事例に選出された。

記載省略



平成２２年度平成２２年度 ビオフレンズの活動内容ビオフレンズの活動内容

１人材派遣真名川ダムフラッシュ放流効果の会議に参加６月２１日

１人材派遣下庄小学校周辺で生き物観察５月２１日

３
・水生生物および河床の生物モニタリング

・砂礫堆の移動調査（写真撮影）
１２月６日

２砂礫堆の移動調査（メッシュの特定）１２月１日

２雪囲い作業１１月１３日

１水辺の生き物観察を実施下庄小学校５年生 ５２名を受入れ１０月６日

７
大野城築城４３０年祭 水遊
び、水生生物調査など実施

「かわら塾」受入れ（市内親子４０名）８月２１日・２２日

１市内小中学校理科教員２２名大野市小中学校理科研究部会水生生物研修８月２日

６応募者子ども８名、大人３名大阪追手門小学校生徒受入れ７月３０日・３１日

６
あずまやの清掃及び展示の
更新など

清掃・展示更新
６月１６日、８月２０日

９月３日

３陸上昆虫を調査
５月１６日、６月１２日

９月３日

１真名川ダムフラッシュ放流４月１４日

モニタリン
グ調査

２２
堤防、あづまや、遊歩道、せ
せらぎ水路沿いなど

草刈作業

６月１２日・２２日

７月２４日・２５日・２８日

８月２日・１１日

１１月２３日

２雪囲いはずし３月３０日

維持管理
活動

４大野市立図書館にて水辺の生物多様性展及び準備３月１９日・２０日

普及・

啓発活動

会員人数（※）備 考活 動 内 容実 施 日活動項目

１８（※）延人数



堤防の草刈り 雪囲い作業 ゴミ拾い

維
持
管
理
活
動

子どもの受け入れ 430年祭「かわら塾」受入 広報展示

水辺の生物多様性展 水生生物研修 総合学習の時間

水辺の生物多様性展（大野市立図書館）と準備作業

普
及
・
啓
発
活
動

活動の様子活動の様子

砂礫堆の移動調査

陸上昆虫調査

水生生物調査
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

１９



実施内容項 目

調査

施工

フラッシュ放流（融雪出水後)後

置土場所下流～八千代橋上流間試験場所

ワンドの創出試験内容

流下

施工

フラッシュ放流時（融雪期)

八千代橋上流置土場所

重機により整形施工方法

福井県浚渫工事場所の掘削土砂置土材料

約１４０㎥置土量

ワンドB(4/14),ワンドA(4/15)
実施時期

自然再
生試験

４月１４日

７０㎥/ｓ、２時間半

融雪期(４月１４日）

実施時期

置土

ピーク放流量､時間

実施時期フラッシ
ュ放流

９．真名川ダム弾力的運用管理９．真名川ダム弾力的運用管理

概概 要要

２０

フラッシュ放流試験フラッシュ放流試験 平成２２年４月の実施内容平成２２年４月の実施内容

真名川ダム弾力的運用管理として、平成１５年より、洪水調節容量の一部に貯留した容量を活用して、
ダム下流の河川環境の保全・改善を目指す「フラッシュ放流試験」を実施。また、効果を評価するために
必要な調査も行っている。
実施に際しては、「真名川ダム弾力的管理検討委員会」に諮り、ご意見・ご指導のもと行っている。

【放流時の状況】

※平成22年度 第1回真名川ダム弾力的管理検討委員会資料より



フラッシュ放流試験フラッシュ放流試験 平成２３年４月の実施計画平成２３年４月の実施計画

実施計画内容項 目

置土ステーション上端から
１００ｍ下流の範囲

試験場所

エコトーン（緩斜面）の創出
（ツルヨシの除去,河岸のほ
くし,巨石の河川への投入)

試験内容

流下

施工

フラッシュ放流時（融雪期)

置土ステーション置土場所

ラフに設置施工方法

貯水池上流の堆積土
（砂・砂利分中心）

置土材料

約２００㎥置土量

施工は積雪前（１１月）実施時期

自然再
生試験

積雪前（１１月）

２００㎥/ｓ、１時間

融雪期(４月１４日）

実施
時期

置土

ﾋﾟｰｸ放流量､
時間

実施時期
フラッシ
ュ放流

■平成22年11月26日(金) 福井新聞 24面

【平成22年度 第2回真名川ダム弾力的管理
検討委員会に関連する記事】

２１

記載省略



真名川ダム・九頭竜ダムの環境マップ配布真名川ダム・九頭竜ダムの環境マップ配布

１０１０．．ダム湖のダム湖の自然環境自然環境保全の取り組み保全の取り組み

２２

■真名川ダム環境マップの魚類のページ例

【 概 要 】

【 概 観 】

【配布状況】

【掲 載 例】

ダム湖周辺の自然環境をより楽しんでもらうために、現在生息している魚、昆虫、鳥、
動物、植物などの自然環境を分りやすく紹介したポケットサイズのマップを、平成２１年
４月にダム湖別に作成し、真名川ダム、九頭竜ダムのそれぞれの管理支所にて配布し
ている。

サイズ：縦10cm×横20cm／屏風折 全12ページで構成

平成２１年４月に初版として両ダムで1、０００部づつ発行し、平成２２年１２月に
各ダムで２，０００部づつ増刷

■九頭竜ダム環境マップのマップ面



九頭竜ダム湖の特定外来生物「コクチバス」対策九頭竜ダム湖の特定外来生物「コクチバス」対策

２３

【 概 要 】

●「コクチバス」の産卵期である５月～７月にかけて、産卵場所になると考えられる浅瀬を中心に、繁殖
状況及び生息状況の調査を行い、あわせて繁殖の抑制のため駆除を実施。

●外来魚放流禁止の呼びかけ

産卵床３４箇所、卵約１８，２００個、稚仔魚約５，６３５個体、
成魚１３３個体を確認。調査で確認した産卵床や卵は破壊し、
稚仔魚はほぼ全て、成魚は捕獲できた６９個体を駆除。

【調査結果】

【調査経緯】

平成１９年度に「河川水辺の国勢調査」の一環として魚類調査を行った際、九頭竜ダム湖内で特定外
来種のコクチバス２個体を捕獲確認。コクチバスは繁殖能力が高く、駆除せずに放置した場合、ダム湖
の在来魚種等に大きな影響を与える恐れがあると考えられるため、平成２１年度より調査を実施。本
年度は、福井県、奥越漁業協同組合と連携して駆除を実施。

【外来魚放流禁止呼びかけ】

九頭竜ダム湖周辺に外来魚
の放流、移動禁止を呼びか
ける看板を１１箇所設置。

記載省略

■平成22年6月5日(土)
福井新聞24面



真名川ダムの濁水対策の取り組み真名川ダムの濁水対策の取り組み

【概 要】 ダム湖の濁水軽減対策として、貯水池に溜まった土砂の撤去（毎年実施）や可動式の濁
水対策フェンスを設置（フェンスの設置は平成２１年度）。

【 背 景 】

【対策様子】

近年真名川ダムでは、濁水の長期化現象が顕著になっており、平成１７年１０月に「真名
川ダム濁水対策検討委員会」を設置し、学識経験者の指導・助言、関係機関との連携に
よる濁水要因や長期化現象の調査解明、濁水長期化対策などの検討を行っている。こ
れら検討結果より本年も対策を実施。

【効果例】

■貯水池の土砂撤去

■濁水対策フェンス

ダム湖に流入する濁水をフェンスで抑制

■平成22年9月 台風９号による出水時の様子 ２４



概概 要要

１１．流木の有効活用１１．流木の有効活用

２５

【流木対策】ダム湖に流れ込んできた流木はゲート操作などに支障とならないよう回収

●流木工作教室などを開催し、流木のアート的利用の紹介

●過去に「おが粉」化や「チップ」化して活用

■九頭竜新緑まつりの流木配布 ■森と湖に親しむ旬間の流木配布 ■九頭竜紅葉まつりの流木配布

■できあがった「おが粉」 ■「チップ」（九頭竜ダム）

※「おが粉」の活用先：大野市六呂師堆肥センター
「チップ」の活用先：和泉地区体験農場（もぎとり園）

●「森と湖に親しむ旬間」や「九頭竜新緑・紅葉まつり」で一般の方へ配布

■森と湖に親しむ旬間の流木工作教室

【有効利用】



概概 要要

１２．ダム湖周辺の紅葉情報提供１２．ダム湖周辺の紅葉情報提供

２６

麻那姫湖、九頭竜湖周辺の紅葉の状況を、ダム管理支所職員がダム湖等を巡視した際に写真に撮り、

『紅葉情報』として毎週ホームページに掲載し、ダム湖周辺への紅葉見物を予定している観光客に情報

提供したもので、昨年に引き続いて実施。

【 期 間 】 平成２２年10月２２日（金）～
１１月２５日（木）

九頭竜川ダム統合管理事務所
http://www.kkr.mlit.go.jp/kuzuryu/

【提供URL】

大野市役所ホームページ
http://www.city.ono.fukui.jp/

【リンク先】

【観測地点】

■平成22年1１月２日(火) 県民福井7面

①真名川ダム下流部
②貯水池中流部
③真名川ダム上流部
④中島公園

⑤九頭竜ダム管理棟
周辺
⑥九頭竜ダム左岸
⑦箱ケ瀬橋付近
⑧九頭竜ダム上流部

①

②③

④

⑤
⑥ ⑦

⑧
記載省略



ホームページ掲載例ホームページ掲載例

２７

【九頭竜ダム（九頭竜湖）周辺】【真名川ダム（麻那姫湖）周辺】



ダムカードの配布ダムカードの配布

１３．ダムカードの配布とダムマニアとの連携１３．ダムカードの配布とダムマニアとの連携

２８

ダムのことをより知っていただくため、全国の国土交通省や水資源機構のダムで、統一規格のカードを配
布している。

【真名川ダム・九頭竜ダムでの配布状況】

●平成１９年度の「森と湖に親しむ旬間」より、全国１１１のダムで配布開始

●ダムや周辺施設のみで配布

●全国統一規格（カードの大きさ、掲載項目など）で基本的な情報からマニアックな情報まで掲載

●九頭竜川ダム統合管理事務所ホームページにて配布案内

真名川ダム 九頭竜ダム

配布場所 真名川ダム管理支所 九頭竜ダム管理支所

配布時間 9:00～17:00（土・日・祝日含む） 9:00～17:00（土・日・祝日含む）

ダムカード

平成22年配布枚数(※)

（累計枚数）

１、０３４枚
（４、１３６枚）

１、８２８枚
（５、５８９枚）

（※）平成２２年１月～平成２２年１２月末現在



ダムマニアとの連携ダムマニアとの連携

２９

● ダムが好きで、各地のダムを見て歩いたり、知識や写真等を収集する事を趣味とする人々
● インターネットやイベントを通じて交流
● 近年、メディアでも話題に

■ダムマニアによるアーチダム写真展
（森と湖に親しむ旬間の 真名川ダム会場）

■ダムマニアによるフィルダム写真展
（森と湖に親しむ旬間の九頭竜ダム会場）

● 森と湖に親しむ旬間（平成２２年７月）で、「ダムマニア」の方が撮られた様々なダムの写真を展示

● 「ダムマニア」の方が作成したオリジナルのダムカードを展示（九頭竜ダム管理支所）

【ダムマニアとは】

【ダムマニアとの連携】



概概 要要

１１４４．真名川ダムのダム内部見学．真名川ダムのダム内部見学

３０

【見学者数】

ダム管理支所職員による真名川ダムの堤体内および周辺の見学案内を実施。
見学申込の予約受付を九頭竜川ダム統合管理事務所ホームページにて随時行っている。

平成２２年度 ６８９名

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

※１ Ｈ17年以前の「団体」の人数は、「個人」＋「団体」を示す。

【団体見学者の内訳】 （※２）

24%
16%

60%
福祉施設 ５８名●

●小学生等 ２１４名組合等､その他団体 ８６名●

【見学者集計結果】

● 「団体見学の内訳」では、小学生等が６０％を占めている。
● 「見学のきっかけの内訳」では、ホームページによるものが６５％を占めている。

（※２） 森と湖に親しむ旬間は含んでいません

65%

【見学のきっかけの内訳】 (※２)

ホームページ １９組●

友人･知人 ２組●

●Ono Jikan ２組その他 ６組●

親子ダム見学会

森と湖に親しむ旬間

個人

団体

■One Jikan
での特集

▼平成大野屋マガジン「おおのじ
かん」 Vol5より



見学コース見学コース

３１

コース 見学ルート 時間 見学場所

Ａコース ダム管理支所 → Ｂ１ → Ｂ２ ６０分 上段監査廊、主放水設備、維持管理棟、噴水前

Ｂコース ダム管理支所 → Ｂ２ ３０分 維持管理棟、噴水前

B1

B2

ダム管理支所

噴水

上段監査廊

維持管理棟
主放水設備

【ダム案内図】

下段監査廊



見学の様子見学の様子

３２

■Ｂ1エレベーター前

■維持管理棟内部■下段監査廊からの下り通路 ■噴水前

■ダム諸元の説明 ■主放水設備等説明



３３３３

【生徒からの寄書き】

県内の小学校２校６クラスの生徒192名が体験学習として、平成２１年１０月７日（木）、８日（金）に

真名川ダムを見学。ダム職員が施設を案内。

小学生のダム見学小学生のダム見学

【体験学習の

コース】

神明小学校

学校出発 真名川ダム 県立恐竜博物館 学校着
(8：00） (9：40～11：15) (12：00～14：45)  (16：00)

吉川小学校

学校出発 真名川ダム 大野市探訪 学校着
(8：00) (9:30～12:00） (12：30～14：40)   (16：30) 

【ダム見学の小学生からの寄書き】



概概 要要

１５．九頭竜ダム展示室１５．九頭竜ダム展示室

３４

【 場 所 】

【開館時間】

平成19年4月より、ダムの役割や状況など、ダムに関する展示を行っており、本年も継続して開設。

九頭竜ダム堤体右岸ダムサイト 九頭竜ダム管理支所 １Ｆ

９：３０～１６：３０ （平日・休日を問わず開館）

■展示室位置図 ■九頭竜ダム展示室の入り口



展示内容展示内容

３５
■流木アート■九頭竜ダム建設のビデオ上映

■日本全国のダム写真カード
■九頭竜ダム、地域情報、災害情報、発電に関する
パネルや写真



１６．越前大野城築城４３０年祭事業１６．越前大野城築城４３０年祭事業

概概 要要

【主 旨】１５８０年に織田信長の武将、金森長近が亀山に築城して、越前大野城が築城４３０年を
迎えるに当たり、先人たちの英知と努力に感謝しながら今日の繁栄を祝い、「越前おおの」のさらなる
飛躍を目指した力強い歩みを進めるため、市民や市や関係団体が協働して、年間を通じて「越前大野
城築城４３０年祭」を実施。

【開催期間】平成２２年３月２１日（土）～平成２３年２月６日（日）

【主 催】越前大野城築城４３０年祭実行委員会／大野市

【開 催 地】城下町とその周辺地区

【事業展開のコンセプト】『築こう！つなげよう！大野市民の自信と誇り』

【イベント概要】越前おおのの四季の魅力を体験できるよう、年間を通じて多彩な事業を実施。メーン
月間（１０月）における実行委員会主催事業と８月のおおの城まつりの２つの事業を核に、大野市主催
事業、市民自主事業、実行委員会支援事業を実施。

【入込人数】約６０万人

■平成22年３月21日
七間朝市開き

■平成22年7月24日､25日
越前おおのとんちゃん祭

■平成22年8月14日
越前おおの城まつり

■平成22年10月10日
記念パレード

３６



１７．ノーム自然環境教育事務所（奥越前まんまるサイト）１７．ノーム自然環境教育事務所（奥越前まんまるサイト）

設立目的設立目的

奥越地域の自然・産業資源を媒介して、次世代の地域を担う人材育成を目的としています。また、地域
内の多様な人材・農林業資源・暮らしや文化を「まぁーるく」活かしてエコ・グリーンツーリズムを進めてい
くことを大切にしています。

主な河川活動の紹介主な河川活動の紹介

３７

活動の内容等活動の状況概 要

・ＰＦＤ装着しての川流れ
・川の流れを読み解く
・中州での救助方法
・スローロープでの救助方法
・危険予知トレーニング

川の安全基礎講座

（石川・福井にて毎年１
回）

・事前レクチャー
・パドルの使用方法
・正しいＰＦＤの装着
・スローロープの使用方法
・河川でのコミュニケーション
・落水時の対処方法
・新緑のカヌーの楽しみ方

ＧＷ新緑のカヌー体験

（場所：和泉下山の淵）



活動の内容等活動の状況概 要

・水生昆虫採集＆調べ
・ＰＦＤを装着しての川流れ
・岩からの飛び込み
・川でのコミュニケーション方法

福井市内の児童センター
との共催２回

（和泉下山）

・森と川のつながりを湧水で理解
・伏流水の不思議
・共生（サンショウウオ）の理解
・川の生き物探検
・ＰＦＤを装着しての川流れ
・渓流下りや登り
・民家でのカマド炊きやお風呂沸かし
・親子でのコミュニケーション

親子体験５回程度

（幼児～小学生やスポ少
団体：下打波）

・川の文化と暮らし
・川の構造等の基礎
・川での安全全般
・救助方法の講義及び実技
・川を利用した環境教育の講義や実技
・川の活動全般のプランニング
・リスクマネジメント＆危険予知講義

川のリーダー講座

（隔年開催：ＲＡＣ支援）

３８



活動の内容等活動の状況概 要

・九頭竜川下～中～上流生き物調査
・森と川と人の暮らしのつながり理解
・ＰＦＤの装着と危険予知
・川流れ

・伝統的な狩猟体験
・川に親しむための遊び
・参加者同士のコミュニケーション
・地域の人たちとのコミュニケーション

川のサマーキャンプ１５名

（ＲＡＣ支援）

・地域内の河川に住む生き物調査
・過去と現在の河川の移り変わり
・採取した生き物を描く（詳しく観察）
・親子でのコミュニケーション
・水槽レンタルによる飼育体験
・ＰＦＤの正しい装着方法の理解

地域連携

（イトヨ会館と共催：赤根
川）

来年度に取り組みたい事業来年度に取り組みたい事業

●小学校での河川活動の支援

●都市部の教育団体の受け入れや連携した活動（授業に取り込むとか）

●奥越地域での漁業関係者との共催事業の開催

●川遊び拠点の整備（空き家等の利用）

●ＪＲと利用して「夏休み川遊びツアー（主に下山）」の実施
３９



Ⅱ．平成平成２３２３年度の活動予定年度の活動予定

１.

２.

３.

４.

５.

６.

７.

８.

９.

１０.

１１.

１２.

１３.

１４.

１５.

森と湖に親しむ旬間行事

九頭竜新緑まつり・紅葉まつり

もりみずカップ少年サッカー大会

『水源地の森づくり』植樹会

越前おおのエコフィールド

NPO法人九頭竜自然樂校

真名川水辺の楽校ビオフレンズ

真名川ダム弾力的運用管理

ダム湖の自然環境保全の取り組み

流木の有効活用

ダム湖周辺の紅葉情報提供

ダムカードの配布とダムマニアとの連携

真名川ダムのダム内部見学

九頭竜ダム展示室

ノーム自然環境教育事務所

４０



【【参考資料１参考資料１】】 大野市の観光動向大野市の観光動向

●大野市における観光入込み客数は、平成12
年をピークに平成16年まで減少を続け、そ
の後は横ばいとなっているが、平成22年は
大野城築城430年祭の影響で、平成15年並
になっている。

●全体の５～７割が県外からの観光客であり、
中京地区からの観光客が最も多い。

●旧大野市と旧和泉村で、観光入込み客数の
割合は、旧大野市がやや多い傾向にある。

※データ出典：大野市産業経済部観光振興課
※平成２２年のデータは速報値

４１

観光入込み客数内訳観光入込み客数内訳 （県内・県外）（県内・県外）

県外観光客発地別内訳県外観光客発地別内訳

観光入込み客数内訳観光入込み客数内訳 （旧大野市・旧和泉村）（旧大野市・旧和泉村）
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（千人） （千人）



大野市における主要観光施設の入込み客数大野市における主要観光施設の入込み客数

【【参考資料参考資料22】】 大野市大野市におけるにおける観光地観光地としてのとしての真名川ダム真名川ダムとと九頭竜ダム九頭竜ダム

● 大野市の主要観光施設の入込み客数のうち、「九頭竜ダム周辺」の占める割合は

２０～３０％、「麻那姫湖周辺」の占める割合は１～２％程度である。

※データ出典：大野市産業経済部観光振興課
※平成２２年のデータは速報値

４２

旧和泉村
・九頭竜国民休養地
・ホテルフレアール和泉
・平成の湯
・福井和泉・九頭竜スキー場
・道の駅「九頭竜」
・和泉ふれあい会館
・九頭竜新緑・紅葉まつり
・その他

九頭竜ダム周辺(旧和泉村)

0

500

1,000
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2,000
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麻那姫湖周辺(旧大野市郊外)

旧大野市郊外
・小池公園
・宝慶寺周辺
・荒島岳
・勝原周辺
・九頭竜峡
・六呂師高原
・その他

旧大野市市街
・文化施設４館
・市街地

（千人）



堤高順大ダム一覧堤高順大ダム一覧

【【参考資料参考資料33】】 ダムの高さの順位ダムの高さの順位

形式の記号 A：アーチダム G：重力式コンクリートダム R：ロックフィルダム

目的の記号 F：洪水調整 N：不特定用水 A：かんがい用水 W:上水道用水 I：工業用水 P：発電

４３

ダム年鑑2010より



貯水容量順ダム一覧貯水容量順ダム一覧

【【参考資料参考資料33】】 ダム湖の大きさの順位ダム湖の大きさの順位

形式の記号 A：アーチダム G：重力式コンクリートダム R：ロックフィルダム

目的の記号 F：洪水調整 N：不特定用水 A：かんがい用水 W:上水道用水 I：工業用水 P：発電

形式の記号 A：アーチダム G：重力式コンクリートダム R：ロックフィルダム

目的の記号 F：洪水調整 N：不特定用水 A：かんがい用水 W:上水道用水 I：工業用水 P：発電

※洪水期が複数に区分されている場合は、洪水調節容量の最大値
を示しています。

ダム年鑑2010より

洪水調節容量順ダム一覧洪水調節容量順ダム一覧 ダム年鑑2010調べ

４４



【【参考資料４参考資料４】】 真名川ダム・九頭竜ダム水源地域ビジョン真名川ダム・九頭竜ダム水源地域ビジョン

施策の体系施策の体系

森林の保全・育成

森林資源の活用

健全な水環境整備

水環境の啓発

利水運用の工夫

人材・組織の育成

水辺環境の活用

広域交流の促進

●水源林の保全
●林業ボランティア

●雑木林(里山)の活用
●木工・ログハウス工房づくり
●自然体験の拠点づくり

●水路網や清水の復元
●水を活かした公園づくり
●地下水位のモニタリング

●農業用水管理との連携
●河川の維持流量等の確保の研
究
●地下水保全を図る貯水池運用
の研究

●水文化や愛護活動
●親和性の高い水生生物の保全
●家庭排水対策

●市民参加活動の拡充
●将来を担う人づくり
●水源地域のファンづくり

●カヌー体験ゾーン形成
●フィッシングゾーン形成
●親水エリアのネットワーク
●湖畔めぐりルートづくり
●中島公園等の充実
●水辺の利用のルールづくり

●ブランドイメージづくり
●地域間交流の促進
●情報ネットワークづくり

４５



■御清水

■九頭竜紅葉まつり

４６

森林の保全・育成

森林資源の活用

健全な水環境整備

水環境の啓発

利水運用の工夫

人材・組織の育成

水辺環境の活用

広域交流の促進

■奥越高原県立自然公園

施策の実施イメージ施策の実施イメージ



ビジョンの推進方法ビジョンの推進方法

委員会

「森林」部会

「水」部会

「交流」部会

（役割など）

・部会活動への助言、部会活動相互の調整

・ビジョン実施状況の確認、実施効果の評価

・必要に応じたビジョンの見直し・改定

（役割など）

・多様な地域活動主体間の調整、活動のサポート

・活性化施策の内容、実施手法等の検討

・施策実施状況等の委員会への報告

・総合的な施策や共同実施施策等の活動主体

地域住民 事業者等

自治体

関係機関等民間団体

その他

・情報ネットワーク形成

・協働・連携

・交流・啓発

・アイデア、情報共有

アドバイス
調整、支援

参 画
協 働

４７
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